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α α α 演 奏 山 目 つ oゎ

1.「ラ・ペ リ」のファンファーレ

2.セ レナーデ 変ホ長調 Op 7

3.狙iの糸[[山 ～三匹の猫とあと一匹の猫～

①ミスター・ジャムズ

②ブラック・サム

③バレジ

①クラーケン

4.打楽器のための小山

5,三つのダンス

ポール・デュカス作山

リヒャル ト・シュ トラウス作山

クリス・ヘーゼル作‖||

」.L.ム ーア作曲

」。マッケンジー作山

ォ サ )休

6.鎌倉市歌

「未完成」7.交響山第 8番 口短調

冠t竜 《 竜

大木惇夫作詞/矢代秋雄作山

フランツ・シューベル ト作山

八
楽器の音が楽しめるような

いようなめずらしい楽器が

演奏曲目の紹介

今年の夏は、オーケス トラの中のいろいろな

プログラムをつくりました。いつもは見られな

見られるかも…
:

☆「ラ 。ペ リ」のファンファー レ       ポール・デュカス作山

フランスの作|||1家ボール・デュカス (1864-1935)が 作つた山で、1912
イ11に初めて演奏されました:,「 111女 (せんに ■)」 という山の初めに

'(奏

さ

れる山で、企管楽器だけで″〔奏されます.



☆セレナーデ 変ホ長調Op.7 リヒャル ト・シュ トラウス作山

この山は一山日のデュカスと
「

lじ頃、 ドイツで活躍 した作山家 リヒャル

ト・シュ トラウスが、まだ学生だった頃に作つた山です。後にオペラや交

響詩、歌曲などで有名になるシュ トラウスが初めて世の中に認められた山

で、木管楽器にホルンが四本加わって演奏されます。

☆猫の組直1～三匹の猫とあと一匹の猫～ クリス・ヘーゼル作山

これは、作山者のクリス・ヘーゼルが自分の家に住みういた猫を組山に

したものです。山の名前はそれぞれの猫の名前がつけられています。

一山日の 「ミスター 。ジャノ、ズ」は黄土色できたないのに、思いや りの

あるオス猫です。二山日の 「プラック・サム」は、ジャズが生まれたアメ

リカのニューオー リンズの歌手にそつくりな猫で、のどをゴロゴロならす

のんび りとした猫です。三山日の 「バレジ」は、茶色と白がまざつた色の

猫で、一日中、そこらじゅうを走 り回る元気な猫です。最後は 「クラーケ

ン」です。四匹の猫の中でこの猫だけがメスです。体は小さいのですが、

いばっていてボスのようです。

☆打楽器のための小曲 (原題『スケルツォ 2』 ) 」.L.ム ーア作山

もともとの題名にっけられている「スケルツォ」ということばには、「お

どけて」とか「こつけいな」という意味があります。この山も、おどけた

様子を木琴や太鼓で表していきます。

☆三つのダンス               」.マ ッケンジー作山

三つのダンスというのは「サンパ」「タンゴ」「ボレロ」の三つです。 ど

こかで耳にしたような曲が聴こえてきますよ。

☆交響曲第 8番 口短調 「未完成」 フランツ・シューベル ト作曲

シューベル ト (1797‐ 1828)はベー トーベンと同 じ時代の作山家です。

シューベル トの登場まではハイ ドンやモーツァル ト、ベー トーベンの影響

が大きく、新 しい音楽をつくりだすことが難 しかつたのですが、シューベ

ル トは詩と音楽とを一体にした歌山の世界を広げました。シューベル トよ

り 27才年上のベー トーベンは 「シューベル トにはネ||か ら授かつたひらめ

きがある」と言liつ たそうです。

今 日は 2楽車まで しかitlかれなかつた未完成の交響山をお楽 しみ下さ

い 。



鎌 倉 歌
イ午;司

イ乍l抽

夫

雄
惇

秋

木

代

大

矢4ヽoderato

一か。は一 ま

さち うみ の さち t'

び にも す

か ま く

―

は た

かま く ああ はえ あ るみ や こ

鎌

倉

市

歌

一
、
由
比
ケ
浜
し
ず
け
き
波
に

人

の
和
を
い
ざ
な
う
都

山

の
幸
海

の
幸
ゆ
た
け
く

す

メ

風
光
は
み
や
び
に
も
清
し
く

世
界
の
人
の
心
を
惹
く
よ

虹
は
た
つ
　
虹
は
呼
ぶ

鎌
倉
　
鎌
倉
　
ユタ
の
栄
え
あ
る
都

二
、
大
仏
の
気
高
き
在
り
所

慈
悲
と
愛
あ
ふ
る
る
都

山
の
幸
海
の
幸
ゆ
た
け
く

，

こ

栄
光
を
か
か
ぶ
り
て
興
り
て

久
遠
の
智
慧
の
泉
を
掬
む
よ

虹
は
た
つ
　
虹
は
呼
ぶ

鎌
倉
　
鎌
倉
　
ユタ
の
歴
史

の
都

三
、
さ
み
ど
り
の
林
と
丘
と

砂
の
自
む
つ
め
る
都

山
の
幸
海
の
幸
ゆ
た
け
く

住
居
し
て
快
よ
く
明
る
く

二

う

い

い
　

　

　

　

　

　

　

　

か

い
が

ら

、

風
懐
ゆ
か
し
　
貝
殻
鳴
る
よ

虹
は
た
つ
　
虹
は
呼
ぶ

鎌
倉
　
鎌
倉
　
ユタ
の
文
化

の
都

う|ま みや

は よ


